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【緒言】代表的な圧電材料であるチタン酸ジルコン酸鉛は、組成相境界(MPB)近傍において優れた

圧電特性を示す。この優れた圧電応答は正方晶-菱面体晶の二相間に形成されるエピタキシャル界

面に形成される、徐々に格子定数が変化する構造傾斜領域において発現する分極回転機構が寄与

すると考えられている[1]。そこで我々は、異なる格子定数を持つ 2種のペロブスカイト化合物の

間にエピタキシャル界面を形成し、構造傾斜領域を導入しようと考えた。これまでに、正方晶チ

タン酸バリウム(BaTiO3; BT)の圧粉体表面へニオブ酸カリウム(KNbO3; KN)をソルボサーマル固化

法によりエピタキシャル成長させた、KN/BT ナノ複合セラミックスにおいて誘電特性の向上が確

認されている[2, 3]。そこで本研究では、種々のペロブスカイト型化合物の圧粉体をそれぞれ基

板として用い、ソルボサーマル固化法によってその基板表面に BTを成長させたナノ複合セラミッ

クスを作製した。また、最適なペロブスカイト型化合物の組み合わせを選択するための指針を得

るため微構造と圧電特性に関する調査を行った。 

【実験方法】基板として選択した BiFeO3(BF)、 BaTiO3-Bi(Mg0.5Ti0.5)O3-BiFeO3(BT-BMT-BF)、

BaTiO3-Bi(Mg0.5Ti0.5)O3(BT-BMT)の粉末に対してそれぞれ TiO2ナノ粒子をモル比で 0.5、1.0、3.0

となるように混合し、成形体を作製した。これらの試料を Ba濃度 0.06 M、Ba(OH)2/TiO2モル比が

3.0 となるように調製した Ba(OH)2･8H2O水溶液に浸漬し、それぞれ 200°Cでソルボサーマル処理

を行った。得られた試料に対し、X線回析(XRD)測定よ

る結晶構造の評価、圧電特性評価を行った。 

【実験結果】Fig. 1に代表としてモル比 BT/BF=3.0の

条件で作製したナノ複合セラミックスのソルボサーマ

ル処理後の XRD パターンを示す。ソルボサーマル処理

後はペロブスカイト構造の単相のパターンが見られ、

処理前に見られた TiO2 のピークが見られないことと、

ソルボサーマル処理後は、試料の質量が増加したこと

から、TiO2が BTへと変換されたことが分かる。当日は

得られた他のナノ複合セラミックスの圧電特性や微構

造を比較し議論を行う。 
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Fig. 1 XRD patterns of the BT/BF 

nanocomplex ceramics with the molar 

ratio of BT/BF=3.0 after the solvothermal 

treatment and the TiO2/BF green compact. 
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